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序文

　和光市では、郷土ゆかりの貴重な文化財などを、後世に伝え、活用するため

に、多くの方々から資料の寄託や寄附をいただき、これまで文化財保存庫に収

蔵してきました。これらの収蔵物等を広く市民の皆様をはじめ多くの方々にご

紹介し、本市の歴史や文化をご理解いただくツールとして、平成 24 年 4 月 1

日に、和光市デジタルミュージアム「れきたま」を Web 上に構築して配信を

開始しました。

　この度、さらに「れきたま」の充実を図るべく、「和光市デジタルミュージ

アム紀要」を創刊し、Web 上において公開することとしました。この紀要創刊

の目的は、当市域の歴史や文化財について、担当者及び関係各位による日頃の

研究成果を公表し、それらを蓄積していくことにあります。今回は第１号とし

て、本市にゆかりの深い中尾氏・坂本氏・伊郷氏のお三方が実施されました和

光市指定文化財旧冨岡家住宅の年代調査に基づく「和光市指定文化財旧冨岡家

住宅年代調査報告」の玉稿、「旧冨岡家住宅」元所有者の冨岡 進氏による講演

記録、さらに、当教育委員会文化財保護担当職員２名の論稿を掲載しました。

冨岡氏のお話の年間行事は、現在でも市内で行われている民俗記録として、と

ても貴重なものであると思われます。

　結びに、本紀要の刊行にあたり公私ともご多用の中、ご執筆をいただきまし

たお三方の先生をはじめ、数々のご教示・ご高配を賜りました関係各位に心よ

り厚く御礼を申し上げますとともに、本紀要が、郷土和光の歴史と文化につい

てより一層の理解を深めていただく一助となりますことを切に願いまして、あ

いさつといたします。

平成 27 年 3 月
和光市教育委員会
教育長　大久保　昭男




